
　
12
月
２
日（
土
）、
石
巻
市
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
地
域
福
祉
講
演
会
を
石
巻
市
・
石
巻

市
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
協
議
会
と
共
催
で
開
催
し
、

地
域
の
支
援
者
や
活
動
者
な
ど
約
１
５
０
名
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ハ
ピ

ネ
ス
の
土
屋
幸
己
代
表
理
事
に
よ
る
基
調
講
演

『
身
近
な
こ
と
の
変
化
に
気
づ
く
地
域
づ
く
り
』、

市
内
で
活
動
す
る
２
団
体
に
よ
る
『
こ
れ
ま
で
の

活
動
か
ら
考
え
る
支
え
合
い
や
気
づ
き
』
に
つ
い

て
の
活
動
発
表
か
ら
、
今
後
の
石
巻
の
地
域
福
祉

を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
ヒ
ン
ト
を
、
参
加
者
と

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
活
動
発
表
の
様
子
や
、
同
日
に
行
わ
れ
た
福
祉

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
の
様
子
、
受
賞
作
品
に

つ
い
て
は
中
面
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
！
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ド
ル

地域福祉講演会地域福祉講演会
～地域の支え合いを考える大会～
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「地域福祉講演会」発表団体の活動紹介
「あゆみ野カーシェア会」　� 発表者：草島　真人 会長

「河南地区ボランティア友の会」　　� 発表者：菅原よしゑ 代表

　2016年から、コミュニティ創生の１つの方法として、蛇田地区あゆみ野でカーシ
ェアリングを行っています。
　地域の方の外出支援だけでなく、月１回のお茶っこ会やお出掛けツアーも実施して
おり、会員同士のコミュニティ創生にも取り組んでいます。これまで多くの方々に支
えていただき、あゆみ野カーシェア会が続けることができました。７年間の活動から、
支える側と支えられる側の垣根を越え、それぞれの世代で自分にできることをできる
時に、誰かのために行動し続けることが支え合いであると感じています。
　これからも広くゆるく繋がっていくことを大切に、自分にできることを続けていきたいと思います。

　約40年間、河南地区でボランティア活動に取り組んでいます。
　取り組みのひとつである給食サービスは、一人暮らし高齢者等を対象とし、月２回
手作りのお弁当を利用者へ届ける活動です。直接お渡しする中で「何かいつもと様子
が違うなぁ」と利用者の変化に気づくこともあり、その際には、日頃から連携してい
る民生委員へ相談することもあります。定期的にお弁当を届けることが、利用者の安
否確認や見守りにも繋がっています。
　最初は地域のため、高齢者のために始めた活動でしたが、気付けば仲間と集まるこ
とが楽しみになり、この活動が自身の介護予防にも繋がっていると感じています。
　ボランティアを通じて出会えた仲間という財産を大切に、身体が続く限り活動していきたいです。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
佳
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
、
昨
年
五
月
に
感
染
症
法
の

分
類
で
五
類
に
移
行
と
な
り
、
規
制
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
経
済
活
動
も
コ
ロ

ナ
禍
前
の
状
況
に
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
の
で
、
少
し
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
も
地
域
福
祉
・
介
護
・
障
害
の
各
事
業
、
そ
し
て
復
興
公
営
住
宅
入
居
者
等
生
活
支

援
は
、
そ
の
時
々
の
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
応
じ
て
対
策
を
取
り
な
が
ら
、
事
業
の
運
営
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
会
は
第
四
次
地
域
福
祉
活
動
計
画（
令
和
五
年
～
令
和
八
年
）に
基
づ
い
て
各
事

業
を
遂
行
し
て
参
り
ま
し
た
。
本
計
画
は
、
石
巻
市
の
地
域
福
祉
計
画
と
整
合
性
を
も
ち
、

市
民（
民
間
）の
福
祉
活
動
の
目
標
で
あ
り
、
本
会
の
地
域
福
祉
活
動
の
根
幹
を
な
す
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
、
安
心
・
安
全
に
生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
互
い
に
支
え
合
う
地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

少
子
高
齢
社
会
、
二
〇
二
五
年
問
題
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
生
活
困
窮
問
題
、
年
齢

に
関
係
な
い
ひ
き
こ
も
り
、
孤
立
死
な
ど
私
達
を
取
り
巻
く
環
境
の
問
題
は
山
積
し
、
し
か

も
複
雑
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
福
祉
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
と
、
一

機
関
で
は
難
し
く
、
複
数
の
機
関
が
関
わ
ら
な
い
と
問
題
が
解
決
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
と
し
ま
し
て
は
、
第
四
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
展
開
す
る
こ
と
で
地
域
の
困
り
ご

と
や
課
題
は
そ
の
地
域
で
解
決
す
る
体
制
づ
く
り
を
効
率
よ
く
構
築
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
今
年
も
町

内
会
、
行
政
区
長
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
を
は
じ
め
、
各
種
福
祉
団
体
、
企
業
な

ど
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
石
巻
市
と
共
に
地
域
福
祉
の
推
進
に
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 新

年
の
ご
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人 

石
巻
市
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長
　
林
　
　
久
　
善
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令
和
５
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】

　
〇
社
会
福
祉
功
労

　
・
林　
　
　
久　
善
（
住
吉
）

第
92
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

【
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
会
長
表
彰
】

　
〇
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
・
鈴　
木　
喜
美
子
（
蛇
田
）

　
・
相　
澤　
榮　
治
（
荻
浜
）

　
・
阿　
部　
和　
子
（
荻
浜
）

　
・
勝　
又　
ま
す
よ
（
渡
波
）

第
69
回
宮
城
県
社
会
福
祉
大
会

【
宮
城
県
社
会
福
祉
功
労
者
知
事
表
彰
】

〇
民
間
社
会
福
祉
団
体

・
石
巻
骨
髄
バ
ン
ク
の
会

・
石
巻
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

・
石
巻
シ
ネ
マ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

・
石
巻
身
体
障
害
者
「
歩
む
会
」

・
手
話
サ
ー
ク
ル
「
つ
つ
じ
会
」

【
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

〇
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

・
髙　
橋　
博　
美
（
石
巻
）

・
福　
原　
ゆ
う
子
（
石
巻
）

・
平　
塚　
け
い
子
（
石
巻
）

・
津　
田　
孝　
子
（
住
吉
）

・
堀　
川　
桂　
子
（
住
吉
）

・
相　
澤　
利
喜
子
（
住
吉
）

・
阿　
部　
智　
子
（
住
吉
）

・
髙　
松　
榮　
子
（
住
吉
）

・
浮　
津　
た
き
子
（
住
吉
）

・
千　
葉　
信　
男
（
門
脇
）

・
後　
藤　
よ
し
子
（
山
下
）

・
大　
嶋　
美
枝
子
（
山
下
）

・
大　
山　
は
つ
代
（
荻
浜
）

・
佐　
藤　
美
佐
子
（
渡
波
）

・
阿　
部　
美　
穂
（
渡
波
）

・
二　
瓶　
巳
津
子
（
渡
波
）

・
城　
間　
け
い
子
（
渡
波
）

・
大　
坪　
俊　
男
（
釜
大
街
道
）

・
庄　
司　
典　
子
（
河
北
）

・
日　
野　
ゆ
う
子
（
河
北
）

・
須　
田　
正　
美
（
桃
生
）

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

・
髙　
橋　
清　
子
（
雄
勝
）

・
齋　
藤　
扶
美
子
（
河
南
）

・
髙　
橋　
幹　
子
（
河
南
）

・
津
志
田　
し
げ
子
（
河
南
）

・
鈴　
木　
久
美
子
（
北
上
）

【
宮
城
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
】

〇
募
金
活
動
奉
仕
功
労
者（
表
彰
）

・
中　
野　
正　
治
（
住
吉
）

・
菅　
原　
源　
一
（
住
吉
）

・
遠　
山　
信　
吾
（
湊
）

・
鈴　
木　
義　
信
（
蛇
田
）

・
山　
田　
純　
市
（
稲
井
）

・
永　
沼　
利　
幸
（
雄
勝
）

・
保　
科　
光　
昭
（
雄
勝
）

・
千　
葉　
　
　
倫
（
桃
生
）

・
千　
葉　
　
　
均
（
桃
生
）

・
髙　
橋　
善　
美
（
桃
生
）

・
佐
々
木　
　
　
宏
（
桃
生
）

・
佐　
藤　
富
士
夫
（
北
上
）

〇
募
金
活
動
奉
仕
功
労
者（
感
謝
状
）

・
鈴　
木　
瑞　
彦
（
河
北
）

・
千　
葉　
勝　
昭
（
雄
勝
）

・
佐　
藤　
利　
昭
（
雄
勝
）

【
宮
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
会
長
表
彰
】

　
〇
永
年
勤
続
民
生
委
員
児
童
委
員

　
・
秋　
山　
美
津
子
（
雄
勝
）

　
・
木　
村　
絹　
子
（
牡
鹿
）

　
・
平　
塚　
竹　
男
（
牡
鹿
）

【
宮
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
会
長
表
彰
】

　
〇
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
支
援
者
感
謝
状

　
・
秋　
月　
義　
友
（
門
脇
）

　
・
佐
々
木　
由　
貴
（
河
北
）

　

令
和
５
年
度
石
巻
市
市
政
功
労
表
彰
式

【
市
政
功
労
表
彰
】

　
○
民
生
委
員
児
童
委
員

　
・
浮　
津　
た
き
子
（
住
吉
）

　
・
引　
地　
よ
り
子
（
住
吉
）

　
・
二　
瓶　
巳
津
子
（
渡
波
）

　
・
渋　
谷　
敏　
子
（
河
南
）

令
和
５
年
文
化
の
日
表
彰
式

【
文
化
の
日
表
彰
】

　
○
民
生
安
定
功
労

　
・
阿　
部　
和　
子
（
雄
勝
）

永年にわたり社会福祉の発展に寄与され、功績のあった市内の方々が表彰されました。
受賞者のみなさまは下記のとおりです。この度の受賞、誠におめでとうございます。� ※敬称略

宮城県社会福祉大会受賞者集合写真

受賞おめでとうございます
いしのまき社協だより 3



おいしそうな
リンゴはどれだ！？

参加者６６名！

代表の
及川さん 石巻スコッパーズさん余興① 網地ちどり会さん余興② 鮎川婦人会さん余興③

慎重に！慎重に！

参加者13名

どうぞ
食べてけらいん～

どうぞ
食べてけらいん～

地域情報共有！ 初めてのボッチャ
みんなハッスル
初めてのボッチャ
みんなハッスル

生活体制整備事業について
みんなで理解する
生活体制整備事業について
みんなで理解する

心はいつまでもおとめです☆心はいつまでもおとめです☆

ナイス
 ショット！！

見惚れてしまう
包丁さばき

「これでご飯が
　　　炊けるんだ

ね～」「これでご飯が
　　　炊けるんだ

ね～」

　湊地区で活動する元気な女性たちのサロン『みな
とおとめ会』は、平成25年の立上げから毎月２回の
集まりを精力的に続け、この度結成10年を祝う『み
なとおとめンピック2023』を開催しました。当日は
サロンメンバーや招待した支援団体の職員が入り交
じり、オリジナルの競技や仮装で盛り上がりました。
　立上げ時から活動を見守ってきた地域包括支援セ
ンターの方からは「心から楽しもうとする姿勢、自
分たちで会を運営していくという意識が一番の魅
力」との言葉があり、代表の及川さんは「活動を続け
てこられたのは、メンバーのみんなが元気に参加し
てくれているおかげ。各団体に支えてもらいながら、
次の10年も楽しんでいきたい！」との思いを話して
くれました。巻き込み上手なおとめたちの活動は、
これからも続いていきます。

　10月27日（金）、牡鹿地区民生委員児童委員協議会と給食ボランティアの
みなさんの協力のもと、ふれあい昼食会を開催しました。当日は、地域の一人暮らしの
高齢者が集い、手作りのお弁当を食べながら、余興を楽しむなど、参加者同志の交流に
より楽しい時間を過ごしました。参加者からは「みんなで集まれてよかったね。」「来年
も楽しみにしています。」との声をいただきました。

催しました。『地域でのささえあい活動』の意見交換
を行い、地区ごとに「隣近所で、できることをでき
る範囲で互助している」、「空き家が多くなったので
防犯の事が心配」、「外で遊んでいる子どもいねくて

さみしい？」、「やっぱ
り地域での関わりって
大切だよね」の声など
が上がり各地区での情
報を共有する場の研修
となりました。

　11月17日（金）、河南地区民生委員児童委員協議会と河南
支所が共催し、70歳以上の一人暮らしの方を対象としたリ
ンゴ狩りと会食を楽しむ『人生たのしみ会』を開催しました。
　悪天候により、ゆっくりとリンゴ狩りを楽しむことはでき
ませんでしたが、久しぶりに参加者全員で会食をすることが
でき、「温かい食事を大人数で囲んで食べるのは賑やかで楽し
いし、一人で食べているときより箸が進んだ」と自分の食べ
たご飯の量に驚く方もいました。
　「来年は、リンゴ狩りも楽しめるといいね～」と次回の開催
を楽しみにしている声や「今年も参加できて嬉しい。来年も参

　11月18日（土）、桃生町遺族会では
戦没者追悼式を宮城縣護國神社におい
て挙行しました。コロナ感染症に伴い
４年ぶりの実施となり、式終了後には

「松島」にて会員
研修会を行い今

後の会の運営について話し合いました。
　初顔合わせの方々もおり「自己紹介
しましょう」と親睦を深める機会とな
りました。

加できるよう元気に過ごしたい」
といった声からこの事業が参加
者にとって『人生の楽しみ』の１
つになっていると感じました。

　11月６日（月）、永井いきいき交流
センターにおいて、桃生支部老人クラ
ブ連合会主催の今年度最後のグラウン
ドゴルフ交流会が開催されました。年
６回の計画が今年度は猛暑により中々

　11月29日（水）、河北総
合センタービッグバンを
会場に河北支所主催によ
る福祉協力員、民生委員
児童委員、ささえあい会
議メンバーを対象とした

『自分の住んでいる地域
で住民同士の顔が見える
関係づくり』を目的に開

　　　　　開催できずにいましたが、
最後は天候にも恵まれ、夢中になって
ゲームに取り組む姿が見られました。
恒例の参加賞ゴミ袋に大喜び♪閉会後
には寺崎の方々から芋煮が振舞われ、

「みんなで食べると格段に美味しいね
～」と笑い声が響き渡りました。

桃生町遺族会 移動追悼式・研修会 開催

石巻市桃生支部老人クラブ連合会
グラウンドゴルフ交流会 開催

『地域の中で支え合う支援とは』
研修会 開催

『人生たのしみ会』開催

“おとめ”の会、
元気に続けて１０周年

～登米でリンゴ狩り・会食～

雄勝地区 男の介護教室　開催!!
～ みんなで運動して、調理して、味わって ～

オールおがつアートワークショップ開催

ふれあい昼食会開催

　11月７日（火）、保健医療センターひまわりを会場に一人暮らし高齢者の集い「ひだま
りの会」を開催しました。コロナ禍を経て、北上地区民生委員児童委員協議会とボラン
ティア友の会の協力により４年ぶりの開催となりました。
　当日は、地域包括支援センター職員からのフレイル予
防に関する講話を聞いた後、ボッチャ体験をしながら交
流を行いました。その後、お弁当に加えて、ボランティ
ア友の会に調理していただいた豚汁を味わいながら楽し
く会食を行いました。
　なお、ボランティア友の会のみなさんには調理に併せ、
災害時の炊飯用袋を使用して、ご飯を炊いてみる体験を
行っていただきました。

お元気でしたか？ ～４年ぶり、「ひだまりの会」開催～

日時：2月22日（木）～2月24日（土）
場所：雄勝硯伝統産業会館　研修室
　上記期間中、地域のみなさんや
講師の先生方の作品の展示、また、
23日（金）にはものつくりを楽しめ
るワークショップ（有料）を、“ＮＰＯ
法人東北の造形作家を支援する
会”との共催、さらには地域のみな
さんにも協力いただき開催します。
　どうぞ雄勝のみなさん足を運ん
でいただき、アットホームな“物を
こしぇる空間”をお楽しみ下さい。
　詳しくはチラシやポスターでお知
らせさせていただきます。

おがつ物コシェール

お知らせ

　10月17日（火）、雄勝地区健康づくりパークを
会場に、今年度１回目となる「雄勝地区 男の介護
教室」を開催しました。
　今回の内容はパークゴルフを楽しみながら、み
んなで豚汁を作って会食。調理・会食はコロナ禍
の間ずっとできず、数年ぶりでしたが、魚をさば
いたりする機会の多い雄勝のおとうさん達の包丁
さばきは手慣れたもの。あっというまに下ごしら

えは終了。
　豚汁を煮込んでいる間に、高須賀まゆみ
先生から「歩くことの大切さ」についてお話
しをいただいた後、みなさんでパークゴル
フに挑戦。運動不足を解消し、お腹が空いたとこ
ろで、出来上がった豚汁と、雄勝のホタテを使っ
たホタテごはんを味わいました。
　「みんなで一つのことを一緒に行い、同じ時間を
過ごす」そのようなことを通じて育まれる繋がりの
大切さを感じることのできた時間となりました。

やっぱりみんなで
集まるといいね　

もの

各 地 域 か ら の 報 告  お 知 ら せ
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鹿妻小学校　５年

佐
さ
久
く
田
た
　羽

は
菜
な

 さん

中津山第二小学校　５年

佐
さ
藤
とう
　こはる さん

鹿妻小学校　５年

曳
ひき
地
ち
　結

ゆ
瞳
め

 さん

鹿又小学校　６年

佐
さ
藤
とう
　真

ま
菜
な

 さん

桃生中学校　３年

佐
さ
藤
とう
　仁

ひと
美
み

 さん

河北中学校　３年

平
ひらつか
塚　小

さ
瑛
え

 さん

稲井中学校　３年

杉
すぎやま
山　紗

さ
彩
や

 さん

中津山第二小学校　５年

阿
あ
部
べ
　維

ゆい と
士 さん

河北中学校　３年

岩
いわ
瀬
せ
　かんな さん

河北中学校　３年

武
たけやま
山　徠

らい
稀
き

 さん

標
語
の
部
　
中
学
生

賞 作　　　　　品 学校名 学年 氏　名

最優秀賞 思いやり心と心を結ぶ橋　広げよう
みんなで支える世の中を 桃生中学校 １ 今

こん

野
の

　蓮
れん

大
た

市 長 賞 人助け　互い協力　地域の輪 桃生中学校 １ 髙
たか

橋
はし

　真
ま

美
み

優 秀 賞 思いやり　小さな行動　大きな福祉 稲井中学校 ２ 遠
えん

藤
どう

　　夏
なつ

〃 支え合い　地域の人と繋がる輪
一人一人が笑顔満開 桃生中学校 ２ 伊

い

藤
とう

　徠
らい

翔
と

〃 勇気を出して差出した私の手から
広がる明るい未来 蛇田中学校 ３ 菅

すが

原
わら

　優
ゆう

愛
あ

標
語
の
部
　
小
学
生

賞 作　　　　　品 学校名 学年 氏　名

最優秀賞 声かけて　助けあえる　すてきな社会 石巻小学校 ３ 千
ち　ば

葉　陽
ひの

巴
は

市 長 賞 差しのべる　その手がやさしい　思いやり 蛇田小学校 ４ 佐
さ

藤
とう

　綾
あや

乃
の

優 秀 賞 しあわせは　ありがとうのぶんだけ　
ふえていく 住吉小学校 ６ 戸

と

田
だ

　　旬
しゅん

〃 おはようは　だれにでもいえる　
まほうのあいさつ 鹿妻小学校 １ 髙

たか

橋
はし

　龍
りゅいと

愛

〃 今は勇気のいることが　
未来はあたりまえになりますように。 北上小学校 ６ 高

たか

橋
はし

　雄
ゆう

心
しん

令和５年度 福祉作品コンクールポスターの部
中学生

ポスターの部
小学生～たくさんのご応募ありがとうございました～

地域福祉講演会にて
表彰式を行いました！

テーマ：「困っている人に自分ができること」

優
秀
賞

優
秀
賞

入賞作品については石巻市社協WEBサイトでもご覧になることができます。
URL：https://www.ishinomaki-shakyo.or.jp/chiiki/fukushi-contest/

市長賞
市長賞

最優秀賞
最優秀賞
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２年ぶり、あそびの広場
「第８回北上こども友遊村」開催

～“こども”も“おとな”もみんなが笑顔になりました～
　11月18日（土）、北上地区民生委員児童委員協議会主催による「第８回北上こども友遊村」が開催されま
した。
　今年度から会場を保健医療センターひまわりに変更し、バルーンアートや水ヨーヨー、スーパーボールす
くいなどのコーナーを加え、さらにはスタッフとしてNPOの方にも協力をいただくなど、新たな取り組み

を取り入れての開催となりました。
　開始時刻になると北上地区のこども・保護者に
加え、「チラシを知り合いから見せられて…」と
他地区からも遊びに来てくださり、各コーナーの
遊びを通じ“こども”だけでなく“おとな”も、
みんなが笑顔でふれあえた「北上こども友遊村」
になりました。

石巻圏域子ども食堂連絡会議
～さつまいも収穫体験～

　10月21日（土）、河北地区五十五人生活センターを会場に『第３回こども食堂全員集
合！さつまいも収穫体験』が開催され、総勢80名が参加しました。子ども食堂を実施す
る団体の「子どもたちに野菜を育てる大変さや大切さを知ってもらいたい！」との想いか
ら始まったイベントにはリピーターの親子も多く、大きく実ったさつまいもを夢中になっ
て収穫する姿が見られました。

　子どもたちの健やかな成長と地域との交流を促し、地域社会に寄与することを目的とし、石巻圏
域（石巻市・東松島市・女川町）で活動する個人・団体等との交流、情報交換、研修、啓発などの活
動を実施しています。

子ども食堂とは？

　バランスの取れた食事が無料または低価格で提供され、子どもが１人でも安心して参加すること
ができる食堂です。多様な価値観に出会え、家庭や学校とは異なる経験ができる場所、子どもたち
が安心して過ごせる場所でもあります。

石巻圏域子ども食堂連絡会議とは？

こっちの
　スーパーボールがいい～

かっこいいでしょ～

いしのまき社協だより 8



　平成28年４月から改正社会福祉法により、社会福祉法人による「地域における公益的な取組（社会貢献事業）」の実施
が法人の責務として位置づけられました。この取組は、次の３つの要件をすべて満たすことが必要となります。
　（１）社会福祉事業または公益事業を行うに当たって提供される「福祉サービス」であること
　（２）「日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者」に対する福祉サービスであること
　（３）無料または低額な料金で提供されること
　具体例としては、　・夏祭り等、イベントの開催による住民間のつながりの再構築
　　　　　　　　　　・働き手が少ない商店街との連携による就労支援
　　　　　　　　　　・公共交通機関がない地域での移動支援や買い物送迎支援
　　　　　　　　　　・災害支援ネットワークによる避難所支援　　　　
　　　　　　　　　　・刑余者の自立支援に向けた自立準備ホームの登録など　が挙げられます。
　石巻市内にはたくさんの社会福祉法人がありますので、実際にどんな社会貢献事業に取り組んでいるのか、順番にご
紹介していきたいと思います。今号では「社会福祉法人慶和会」さんをご紹介します。

社会福祉法人　慶和会（特養石巻花いちもんめ）
■法人所在地　宮城県東松島市赤井字七反谷地73番地の２	 ■設立年月日　平成12年８月24日
　事業所所在地　石巻市鹿又字扇平57（石巻花いちもんめ事業開始年月日は、平成29年12月15日）
■電 話 番 号　０２２５－９８－９５５４	 ■ウェブサイト　https://khanaichi.com/
■事　　　　業　介護老人福祉施設、短期入所生活介護（ショートステイ）、訪問介護（介護：ホームヘルプ）
　　　　　　　　居宅介護（障害：ホームヘルプ）、通所介護、居宅介護支援事業所、軽費老人ホーム（ケアハウス）
■施設・事業所　特別養護老人ホーム石巻花いちもんめ
■社会貢献事業

　紙面上ではお伝えしきれなかった情報につきましては、インタビュー形式で本会ウェブサイトにて
詳しくお伝えしております。ぜひ、ご覧ください。

　石巻市の地域リハビリテーション活動支援事業の一環で、
近隣の地域住民を対象に施設職員の栄養士が講師となり、
調理実習を交えた講座を開催しています。調理実習につい
ては、コロナウイルス感染症が猛威を振るっていたために
中止となり、今年度は栄養指導のみの講座になりましたが、
普段の食事の栄養に関してためになるお話をしました。

　石巻花いちもんめの施設に隣接している石巻祥心会「つくし」さんよ
り、秋まつり等があるときにはご招待を受けています。お互いの利用者
が踊りやお祭りの飾り、出店等、楽しいひとときを過ごしています。お
祭りの際に、人手不足があれば当事業所からも職員がお手伝いをし、コ
ミュニケーションを図っています。今後も有事も含めて相互に協力しな
がら地域貢献ができるよう連携を強化していきたいと考えています。

　石巻花いちもんめでは、地区のお祭りに利用者の方がご招待されま
したが、今年も新型コロナウイルス感染症予防の観点からお祭りへの
参加はできませんでした。お祭りの雰囲気を味わうため、施設で利用
者と職員が一所懸命作った七夕飾りを地域へ提供しました。色とりど
りの七夕飾りをご覧になった地域の方々からは大変ご好評でした。

石巻市内で活動している社会福祉法人のご紹介
第
15
回

（１）高齢者の栄養講座開催

（２）上谷地地区（施設のある地区）との交流

栄養講座の様子

他法人との協力関係は強みです

会場には色とりどりの七夕飾り

（３）石巻祥心会「つくし」さんと利用者との交流会

いしのまき社協だより 9



各 種 福 祉 団 体 を 紹 介

～石巻市身体障害者福祉協会とは～
　会員相互の親睦を図り、身体障害者の福祉向上と発展に努めることを目的として活動している組織です。障
害の有無に関わらず、上記の趣旨に賛同してくださる方で構成されています。「参加してみたい」「自分の地区
ではどのような活動をしているのか知りたい」などご質問があれば、ぜひお気軽にお問い合わせください。

　10月19日（木）、こもれびの降る丘遊楽館において、初めての試みとなる石巻市・東松島市・女川町合同の
スポーツ交流会が開催されました。
　参加した会員約50名は、終始笑顔で和気あいあいとした雰囲気の中、輪投げ、ボッチャ、バッゴー、ター
ゲットバドミントンの４つの競技を通して交流を深めました。

　社会を明るくする運動は、犯罪や非行の防止、罪
を犯した人の更生のため、保護司会や更生保護女性
会を中心に活動する全国的な運動です。小中学生対
象の作文コンテストの実施や施設訪問を行い、各行
事等で啓発活動に努めています。

　遺族会は戦没者の遺族で構成されており、戦没者
の英霊顕彰、戦没者遺族の福祉増進等の連絡調整を
行うとともに、単位遺族会の円滑な運営と相互の親
睦を図ることを目的として活動している組織です。
　戦没者追悼式への参加、神社への参拝、戦争につ
いての講話やDVD上映などの研修会を開催してい
ます。

石巻市身体障害者福祉協会

社会を明るくする運動
石巻市推進委員会

石巻・女川地区遺族会連絡会

蛇田公民館利用団体
連絡協議会 様

赤い羽根
共同募金

令和５年
６・７月

大雨災害義援金

中里第一町内会 様

ご協力
ありがとう
ございます

R5.8.6石巻川開き祭り　啓発活動の様子

２市１町障がい者福祉協会スポーツ交流会

R5.2.28会員研修会の様子

いしのまき社協だより 10



各種講座の開催報告

【お問い合わせ・申込み先】　ボランティアセンター��☎ 96− 5290

【災害ボランティア講座】
令和５年度
「第２回レクリエーション講座」

各種講座の開催案内

　12月23日（土）、ささえあいセンターを会場に三條真理子
先生を講師に招き、折り紙講座を開催しました。
　折り紙を使ったクリスマスケーキ作りを体験した親子から
は「美味しそうなケーキができて嬉しかった」といった声も
あり、冬休みの思い出のひとつとなったようです。

内　　容：�非常時のニーズを知り災害に備えよ
う！！

講　　師：	ウェザーハート災害福祉事務所
代表　千川原 公彦 氏	

開催日時：３月9日（土）
　　　　　午前９時30分～11時30分	
会　　場：石巻市ささえあいセンター（穀町15番２号）
　　　　　２階ミーティングルーム
対 象 者：�興味関心のある方	
持 ち 物：筆記用具	
定　　員：20名
参 加 費：無料	
申込締切：３月１日（金)

　地域のサロンやお茶会、施設などで活用できる体
操を学んでみませんか？
内　　容：楽しくレクリエーション
講　　師：	NPO法人宮城県レクリエーション協会

	副会長　山内 直子 氏
開催日時：３月２日（土）　午前９時30分～11時30分
会　　場：石巻市ささえあいセンター（穀町15番２号）
　　　　　３階ささえあいホール
対 象 者：�地域サロン実践者及びレクリエーション

に関心をお持ちの方
持 ち 物：筆記用具、タオル、飲み物
定　　員：20名　 参 加 費：無料
申込締切：２月22日（木）

「折り紙講座」

　

み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

寄
附
金
、
寄
附
物
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

種
サ
ロ
ン
助
成
等
や
地
域
福
祉
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
寄
附
に
つ
き
ま
し
て
は
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
あ
た

た
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

宮城県石巻商業高校
石商マーケット 様株式会社 山内組 様

●
石
巻
支
所

・
五
十
嵐
守
正 

様

・
有
限
会
社 

二
宮
調
剤
薬
局 

様 

・
宮
城
県
石
巻
商
業
高
校

石
商
マ
ー
ケ
ッ
ト 

様

・
絆
仲
間 

様

・
み
な
と
荘
陶
芸
愛
好
会 

様

・
秋
葉
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

　

代
表 

秋
葉
欣
一 

様

・
石
巻
め
ぐ
み
野

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

様

・
中
里
第
一
町
内
会 

様

・
蛇
田
公
民
館
利
用
団
体

連
絡
協
議
会 

様

●
河
北
支
所

・
河
北
地
区

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

様

・
遠
藤
や
す
子 

様 

●
雄
勝
支
所

・
匿
名
１
件

●
河
南
支
所

・
陶
芸
愛
好
会 

様

・
リ
ボ
ン
レ
イ
サ
ー
ク
ル

 

木
村
節
子 

様

・
消
防
親
睦
会 

様

・
石
巻
広
域
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

櫻
井
美
智
江 

様 

・
須
藤
寿
子 

様

●
桃
生
支
所

・
匿
名
１
件

●
北
上
支
所

・
株
式
会
社 

山
内
組 

様

・
匿
名
１
件

●
か
し
わ
ホ
ー
ム

・
匿
名
２
件 

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
令
和
５
年
10
月
１
日
～
令
和
５
年
11
月
30
日
ま
で
の
受
付
分

いしのまき社協だより 11



編 集 後 記

斎
さいとう

藤�志
しゅ
優
う
ちゃん

 惺
しょう
 ちゃん

釜大街道地区

山
やまうち

内　晴
はる
希
き
 ちゃん

希
の
々
の
花
か
ちゃん

河北地区

渡
わたなべ

部�零
れい
ちゃん

　　�雫
しずく

ちゃん

住吉地区

遠
えんどう

藤�穂
ほ
乃
の
花
か
ちゃん

牡鹿地区

佐
さ
藤
とう
�優
ゆ
希
き
斗
と
ちゃん

河南地区

首
しゅとう

藤�榛
はる
花
か
ちゃん

河南地区

髙
たか
橋
はし
�優
ゆう
仁
じん
ちゃん

住吉地区

平
ひらつか

塚�虎
こ
愛
あ
ちゃん

桃生地区

岡
おか
�美
み
結
ゆう
ちゃん

稲井地区

玉
たまだ

田�蒼
そう
真
ま
ちゃん

住吉地区

岡
おか
�来
らい
樹
き
ちゃん

稲井地区

石巻市社会福祉協議会　各支所　お問い合わせ先
総 務 課
地 域 福 祉 課
ボランティアセンター

〒986-0825  石巻市穀町15−2
☎0225-96-5290　FAX 0225-96-5223

生 活 支 援 課
（復興支援室）

〒986-0032  石巻市開成１−26
☎0225-92-6733　FAX 0225-96-2613
☎0225-23-3911　FAX 0225-23-3912

河 北 支 所 〒986-0132  石巻市小船越字山畑417−54
☎0225-62-1077　FAX 0225-62-1079

雄 勝 支 所 〒986-1333 石巻市雄勝町雄勝字下雄勝12-42
☎0225-61-3011　FAX 0225-61-3022

河 南 支 所 〒987-1101  石巻市前谷地字黒沢前35
☎0225-72-3725　FAX 0225-72-2408

桃 生 支 所 〒986-0313  石巻市桃生町中津山字八木157-1
☎0225-76-1020　FAX 0225-79-1018

北 上 支 所 〒986-0202  石巻市北上町橋浦字大須215
☎0225-67-3025　FAX 0225-61-7024

牡 鹿 支 所 〒986-2523  石巻市鮎川浜清崎山7
☎0225-45-2684　FAX 0225-45-2785

環境に配慮し再生紙を使用しています

　石巻市内にお住まいの、３歳くらいまでのお子さまの写真を募集
しております。おらいの（私の家の）かわいいアイドルを、ぜひご紹
介ください。掲載内容については、「お子さまの写真」、「お名前（よ
みがな）」、「お住まいの地区名」です。
（写真データサイズは５ＭＢ以内）
�※�ご好評につき掲載までに時間がかかっております。
お子さま一人１回限りの掲載となりますので、ご
了承願います。
　また、兄弟や姉妹での応募の場合、１枚の写真に一緒に写ってい
る写真でお願いします。

後
ごとう

藤�琉
る
翔
か
ちゃん

渡波地区

有
ありさか

坂�睦
むつ
生
み
ちゃん

住吉地区

岡
おか
野
の
�希
の
愛
あ
ちゃん

河北地区

　「人との出会いや自分の周りの出来事は何か理由があって起
きているんだろうな～」、そんなことを思っている私ですが、
今年もそんな意味のある出会いや出来事との一期一会を大切に
過ごしていきたいと思います。　（ば）

�畠
はたけやま

山�凜
り
士
と
ちゃん�

夏
なつ
羽
は
ちゃん

住吉地区
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